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四半期売上⾼の推移

▌連結売上⾼ 26億3700万円 昨年同期⽐13.3%増

▌過年度発⽣した⼤型トラブル案件に 定の⽬処 ⼈材を新規案▌過年度発⽣した⼤型トラブル案件に⼀定の⽬処、⼈材を新規案
件に振り分けることが可能になり、受注状況改善の傾向
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四半期営業利益の推移

▌連結営業利益△1億9400万円 昨年同期⽐⾚字圧縮も利益回復は
過去⽔準と⽐較して不⼗分

▌関係会社売却益4億1300万円により、純利益2億2400万円
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営業利益 昨年同期増減分析

0

売上総利益改善 +0.87億円 販管費改善+0.34億円

-1

2016年度
営業利益

2017年度
2Q営業利益
▲1.93億円

-2

2Q営業利益
△3.15億円

その他

採⽤費減
+0.2億円

売上・外注費 受注損失
引当⾦減

その他
原価減

販管⼈件費減
+0.3億円

そ 他
販管費

△0.1億円
仕掛品等
プロジェクトに
起因する利益増
+0.5億円

引当⾦減
+0.3億円

新事業投資
△0 3億円

原価減
+0.3億円

-3
△0.3億円
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連結貸借対照表の状況

▌資産の部 主な変動 （百万円）

2017年
3⽉末

2017年
9⽉末

増減

流動資産 2,753 2,662 △ 91

主な科⽬ 

＜資産の部> ⼦会社売却

現⾦及び預⾦ 1,052 1,500 ＋ 448
受取⼿形及び売掛⾦ 1,331 719 △ 612
仕掛品 199 264 ＋ 65

419 309 △ 110
有形 定資産

固定資産

3⽉末売掛回収

着⼿中プロジェクト増
有形固定資産 68 91 ＋ 23
無形固定資産 137 8 △ 129
 のれん 23 △ 23
 ソフトウェア他 114 8 △ 106

資産の部合計 3 172 2 972 △ 200
⼦会社売却

資産の部合計 3,172 2,972 △ 200
売却⼦会社保有ソフトウェア
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連結貸借対照表の状況

（百万円）▌負債、純資産の部 主な変動

2017年
3⽉末

2017年
9⽉末

増減

流動負債 1,231 907 △ 324

主な科⽬ 

＜負債の部> ３⽉末検収案件が多いため

買掛⾦ 430 203 △ 227
未払⾦ 90 168 ＋ 78
前受収益 190 91 △ 99
賞与引当⾦ 150 109 △ 41
受注損失引当⾦

事業所⼯事代⾦等

売却⼦会社分
受注損失引当⾦ 112 74 △ 38

固定負債 173 136 △ 37
⻑期借⼊⾦ 163 86 △ 77

負債の部合計 1,404 1,004 △ 400

炎上案件の沈静化に伴うもの

株主資本 1,774 1,946 ＋ 172
資本⾦ 570 570 ＋ 0
資本剰余⾦ 651 651 ＋ 0

＜純資産の部>

四半期純利益増
資本剰余⾦ 651 651 ＋ 0
利益剰余⾦ 522 723 ＋ 201

純資産の部合計 1,768 1,968 ＋ 200
負債純資産合計 3,172 2,972 △ 200
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2015年以降の当社の状況

▌過去好業績の背後で、⼈材⾯を中⼼に問題が発⽣

業界⾃体の好況感による採⽤難 ⼈材不⾜業界⾃体の好況感による採⽤難、⼈材不⾜

プロジェクト品質低下他プロジェクトの

提案品質低下
体制不⾜

営業・提案体制不⾜

2014,15年度
⼤型案件への
⼈材集中投⼊

炎上プロジェクトへ
中核⼈材集中投⼊

⼈材集中投⼊

プロジェクトの炎上

受注のための無理な売上計画以上に⼈員
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受注のための無理な
値引き

売上計画以上に⼈員
を投⼊するプロジェ
クトの増加



現在の打ち⼿、状況

▌rakumoを売却、デジタルマーケティング分野の⽴て直しに集中

業界⾃体の好況感による採⽤難 ⼈材不⾜業界⾃体の好況感による採⽤難、⼈材不⾜
社内教育プログラム強化
福利厚⽣強化、多様な働き⽅
施策等の”⼈財”施策

プロジェクト品質低下他プロジェクトの

提案品質低下
体制不⾜

営業・提案体制不⾜
QA部⾨の新設

受注損失を引き当てていた 提案時のプロジェクト計画審査
「要件定義」品質チェック開始

受注損失を引き当てていた
⼤型トラブルプロジェクト
2件が今期３Ｑに解決

炎上プロジェクトへ
中核⼈材集中投⼊ プロジェクトの炎上

受注のための無理な売上計画以上に⼈員
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受注のための無理な
値引き

売上計画以上に⼈員
を投⼊するプロジェ
クトの増加

低利益顧客、低利益PJの
取引⾒直し
（下期施策）



当社提供サービスと今期事例

▌最良の顧客体験を実現する、当社提供サービス

効果測定 PDCAサイクル⽀援

提供サービス 提供価値

効果測定・PDCAサイクル⽀援
（コンサル・施策運⽤）

つなげるオウンドメディア構築
プロデュース

WEB 広告

つなげるオウンドメディア構築 ユーザー
エクスペリエンス

クリエイティブ

CX
Mobile

マ ケティングプラットフォ ム開発

CMS
ストラテジー

テクノロジー

データ
DMP MA

マーケティングプラットフォーム開発

現状分析・CX戦略策定
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当社提供サービスと今期事例

▌最良の顧客体験を実現する、当社提供サービス
コープデリ⽣活協同組合連合会様

デ 略 グ

効果測定 PDCAサイクル⽀援

提供サービス 提供価値
デジタル戦略⽴案、社内マーケティング
講座＆ワークショップ、ECサイトの構
造、導線改善

効果測定・PDCAサイクル⽀援
（コンサル・施策運⽤）

つなげるオウンドメディア構築
プロデュース

株式会社リニカル様
グローバルCRO(医薬品開発業務委託機
関)にふさわしいブランディング、営業窓
⼝としてのWEBサイトリニューアル

WEB 広告

つなげるオウンドメディア構築 ユーザー
エクスペリエンス

クリエイティブ

CX
Mobile

マ ケティングプラットフォ ム開発
損害保険ジャパン⽇本興亜様
次世代基幹システム構築「未来⾰新プロ

CMS
ストラテジー

テクノロジー

データ
DMP MA

マーケティングプラットフォーム開発 次世代基幹システム構築「未来⾰新プロ
ジェクト」を⽀援
システム基盤設計にユーザー（消費者）
視点を導⼊すべく、合宿形式のワーク
ショップを実施

現状分析・CX戦略策定 NEKO LABO
ブランドは⼤好きだけど、従来のマー
ティング施策には反応しない「ネコ型顧
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客」の消費⾏動を調査研究する「NEKO 
LABO」の設⽴



CXプロセス例

CXプロセス〜流通・⼩売業〜CXプロセス 流通 ⼩売業
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30代前半 ⼥性 ⽇々の⾷材購⼊
共働きの結婚3年⽬ お互い仕事も忙しく
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共働きの結婚3年⽬。お互い仕事も忙しく、
平⽇はなかなか料理の時間が取れず、⼿早く済ませてしまうことが多い。
それでも、できるだけ美味しい料理を作り、夫と⼀緒に楽しみたい。



• 通勤時、今夜のおススメ献⽴レシピがスマホ通知で届く
• 献⽴の⼆⼈分の⾷材セットを買い物リストに追加• 献⽴の⼆⼈分の⾷材セットを買い物リストに追加。

⾃宅にストックがあるものは削除。
• ス パ へピッキング依頼• スーパーへピッキング依頼

レコメンド 献⽴レシピ コンテンツ・商品EC

!
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レコメンド、
パーソナライズ

レコメンド

献⽴レシピ

コンテンツ

コンテンツ・商品
・在庫データ連携

データ連携

EC
サービス

アプリ



• 仕事中にピッキング完了（在庫確保）の通知が届く
• アプリから決済アプリから決済
• 受取⽅法を指定（場所、時間、受取⽅法）

ピッキング 決済サービス 在庫・販売 納品⽅法受付

!
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ピッキング、
在庫保管
店舗業務

決済サ ビス

EC決済

在庫・販売
データの連携

データ連携

納品⽅法受付

注⽂・配送管理



• 残業が⼊り帰宅時間が読めないので、受取をロッカーに変更
• 帰宅時にステータス把握。店舗のロッカーに保管中だった帰宅時にステ タス把握。店舗のロッカ に保管中だった
• ロッカーにアプリをかざして認証。無事に商品を受け取れた

納品⽅法変更 受取ロッカー/注⽂商品管理

!

納品処理

!
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納品⽅法変更

注⽂・配送管理

受取ロッカ /
電⼦キー

アプリ

注⽂商品管理

店舗業務

納品処理

店舗業務



• 買った⾷材のユーザ⼈気の⾼いレシピをスマホで⾒ながら、買った⾷
材で⼿早く料理。⼆⼈分でちょうどいい量だ。

• 簡単で美味しかったので、マイレシピに追加

献⽴レシピ Myページ
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献⽴レシピ

コンテンツ

Myペ ジ
サービス提供

マイページ



30代前半 ⼥性 ⽇々の⾷材購⼊
ECアプリ×

コト訴求に反応
モバイル
フル活⽤ 店舗受取

購⼊前体験 購⼊体験 購⼊後体験

• 通勤時、今夜のおススメ献⽴レ
シピが届く

• 献⽴の⼆⼈分の⾷材セットを買
い物リストに追加。⾃宅にス
トックがあるものは削除。

• 仕事中にピッキング完了
（在庫確保）の通知が届く

• アプリから決済
• 受取時間をスーパーへ回答

• 残業が⼊り帰宅時間が読めないので、
受取⽅法をロッカーに変更

• 帰宅時にステータス把握。ロッカー保
管中だった

• 店舗のロッカーにアプリをかざして認

• 買った⾷材のユーザ⼈気
の⾼いレシピを参考に、
買った⾷材で⼿早く料
理。

• マイレシピに追加

⾏動
シナリ

オ

モバイル ! !

• スーパーへピッキング依頼
店舗のロッカ にアプリをかざして認
証。無事に商品を受け取れた。

オ

EC
アプリ

プッシュ
通知

EC
アプリ

EC
アプリ

プッシュ
通知

EC
アプリ

EC
アプリ

EC
アプリ

店舗 カウンター
予約在庫確認・ピッキング 変更受付・

商品移動 納品完了
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予約 商品移動
! ! ! !

店舗スタッフ



全ては顧客のために全ては顧客のために。
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業績予想

▌売上⾼より利益を重視

▌プ ジ クト収益⼒強化 管理体制強化 ⼈材育成に注⼒

売上⾼ 営業利益 経常利益 純利益
（単位 百万円）

▌プロジェクト収益⼒強化、管理体制強化、⼈材育成に注⼒

2017年度業績予想 6,000 45 43 444
2016年度実績 5,906 ▲206 ▲209 ▲297

72 4
上半期及び通期売上⾼推移 上半期 通期 上半期及び通期営業利益 上半期 通期

増減額 +94(+1.6%) +251 +252 +741

(億円) (億円)

53.5 

72.4 
68.0 

59.1 60(予)

1 03 1.36 
2.16 1.89 

4.43 

1.46 

23.65

32.35
36.67

23.27
26.37

1.03 0.45(予)

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
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-3.15 
-1.94 -2.06 



グループ ビジョン

ビジネスの未来をデジタルで創る、ネス 来 デ タル 、

ビジネスの未来をユーザーと創る。ジネスの未来を ザ と創る。
ユーザーエクスペリエンスからすべてが始まる
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質疑応答質疑応答



本説明会および当資料に含まれる意⾒や将来に対する予本説明会および当資料に含まれる意⾒や将来に対する予
測は、本資料の発表⽇現在において⼀般的に認識されて
いる経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断した
⼀定の前提に基づいた判断であり、その情報の正確性を
保証するものではありません保証するものではありません。
様々な要因の変化等により、実際の業績や結果が異なる
ことがある点を予めご了承ください。

また、業界等に関する記述や意⾒に関しても、信頼でき
ると当社が判断したデータに基づいて作成しています
が、当社がその内容を保証するものではありません。


